
７月の学校経営 ＶＩＳＩＯＮ

大志にいどみ 活気あふれる わが母校こそ わが誇り ～地域に誇れる一流の吉岡中学校～

よく学ぶ生徒（知） 心豊かな生徒（徳） 健康でたくましい生徒（体）

７月の学校経営の重点 ○前期前半のまとめと夏季休業中の指導の徹底

７月の生徒指導重点目標
○新部活動組織、新チームへの指導 ○４つの実践と３減運動の徹底 ○前期前半の反省と夏休みの計画の指導

（指導内容） 部活動への取組、夏休みの意義の指導、家庭訪問の取組、水泳指導

今月の留意点

１ 一人一人を大切にした授業の実施
・個々の理解や習熟の程度に応じた個別指導を行う。（夏季休業も活用する）
・講義型授業からの脱却。小集団活動や作業的な学習を取り入れ、生徒が活動
する授業を行う。主体的で対話的な深い学びの授業実践。

・小さな伸びを大いに褒め、学習意欲を喚起する。

子どもの学びを保障する
２ 学総大会の振り返りと新しい目標の設定
＜３年生＞
・３年間の部活動の集大成であった学総大会の振り返りをしっかりさせ、努力
したこと、頑張ったことを文章にまとめさせ、自信にさせる。

・部活動引退後の放課後の時間の使い方について考えさせ、自分の進路に向け、
時間を有効に活用するよう指導、支援する。

＜１・２年生＞
・１、２年生を中心とした部活動新体制づくりを行う。
・部員一人一人に心を配り、３年生から２年生、１年生への移行がスムーズに
いくように指導、支援する。

・キャプテン、副キャプテンを指導し、９月下旬に行われる新人戦に向け、
明確な目標を持たせ、活動に取り組ませる。

・顧問は極力、部活動に参加し指導する。（生徒との信頼関係作りの基礎）

評価から次の実践とプラン作り
３ 夏季休業中の指導の徹底

・「自ら動く」をキーワードとして、生徒に夏休み中の目標を立てさせる。
・面談や家庭訪問を活用し、家庭と連携し、個々の生徒に応じた具体的なアド
バイスを行い、生徒が成長することができる夏休みの過ごし方を指導、支援
する。４つの実践と３減運動の徹底

・学級活動、非行防止教室を活用して、事前指導を丁寧に行い、夏休み中の事故
防止の徹底を図る。特にインターネットトラブルに注意！

＜３年生＞
・卒業後の進路を見据え、受検（受験）勉強に計画的に取り組むことができる
よう指導、支援する。

＜１・２年生＞
・家庭学習の習慣化と部活動への積極的な参加を指導、支援する。

夏休みデビューをさせない指導 されど”忙中閑あり”


